
 

 

 

Eメール  u-nagasaki@ yuseiunionkyusyu.jp ホームページ http://www.yuseiunionkyusyu.jp 

郵政ユニオン長崎の 

ホームページはこちら☞ 

 

 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

８
月
も
最
後
の
週
に
な
り

ま
し
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
の

暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。
例

年
、
残
暑
は
９
月
に
入
っ
て

も
続
き
ま
す
。
集
配
営
業
部

の
皆
さ
ん
は
引
き
続
き
熱
中

症
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

 

先
週
か
ら
集
配
営
業
部
で

は
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
の
ハ
ガ

キ
を
郵
便
と
一
緒
に
各
家
庭

に
配
布
し
て
い
ま
す
。
応
募

者
を
対
象
に
９
月
に
長
中
エ

リ
ア
の
集
配
セ
ン
タ
ー
の
採

用
を
含
む
合
同
の
説
明
会
を

開
催
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
隣
局
で
も
同
様
の
ア
ル
バ

イ
ト
募
集
の
ハ
ガ
キ
を
一
足

先
に
配
布
し
て
い
て
、
人
手

不
足
は
長
中
局
に
限
っ
た
こ

と
で
は
な
い
よ
う
で
す
。 

今
、
多
く
の
日
本
企
業
が

人
手
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
背
景
の
ひ
と

つ
に
あ
る
の
が
労
働
人
口
の

減
少
で
す
。 

総
務
省
統
計
局
の
デ
ー
タ

に
よ
れ
ば
、
２
０
２
２
年
５

月
時
点
で
日
本
の
生
産
年
齢

人
口
は
約
７
，
４
２
０
万
人

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
産
年

齢
人
口
と
は
、
単
純
に
１
５

歳
以
上
６
５
歳
未
満
の
年
齢

層
の
人
口
を
意
味
し
ま
す
。

同
時
期
の
日
本
の
総
人
口
は

約
１
億
２
，
５
０
７
万
人
な

の
で
、
現
在
に
お
け
る
日
本

の
総
人
口
に
占
め
る
生
産
年

齢
人
口
の
割
合
は
お
よ
そ
６

０
％
で
す
。
ピ
ー
ク
時
の
日

本
の
生
産
年
齢
人
口
は
１
９

９
５
年
の
８
，
７
１
６
万
人

で
し
た
。
そ
こ
か
ら
考
え
る

と
、
３
０
年
も
経
た
な
い
う

ち
に
日
本
の
生
産
年
齢
人
口

は
、
約
１
，
３
０
０
万
人
、

１
５
％
近
く
減
少
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

少
子
高
齢
化
に
伴
っ
て
将

来
の
労
働
人
口
は
加
速
的
に

減
少
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
総
務
省
の
「
平

成
２
８
年
版
情
報
通
信
白

書
」
に
よ
る
と
、
日
本
の
総

人
口
は
２
０
３
０
年
に
１
億

１
，
６
６
２
万
人
、
２
０
６

０
年
に
は
８
，
６
７
４
万
人

ま
で
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
に

伴
い
、
生
産
年
齢
人
口
で
あ

る
１
５
～
６
４
歳
の
人
口
は
、

２
０
３
０
年
に
６
，
７
７
３ 

万
人
、
２
０
６
０
年
に
は
４
，

４
１
８
万
人
へ
と
減
少
し
て

い
く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
有
効
求
人
倍
率
の

上
昇
も
人
手
不
足
の
要
因
で

す
。
有
効
求
人
倍
率
と
は
、

１
人
の
求
職
者
に
対
し
て
何

件
の
求
人
件
数
が
あ
る
か
平

均
化
し
た
数
字
で
す
。
有
効

求
人
倍
率
が
増
え
る
こ
と
は

求
職
者
に
と
っ
て
は
、
選
択

肢
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
、

企
業
に
と
っ
て
は
自
分
の
会

社
が
選
ば
れ
な
い
可
能
性
を

高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

有
効
求
人
倍
率
の
上
昇
の

影
響
は
、
特
に
人
気
の
低
い

業
界
や
中
小
企
業
に
お
い
て

顕
著
と
な
っ
て
い
て
、「
平
成

２
８
年
版
労
働
経
済
の
分

析
」
に
よ
れ
ば
、「
運
輸
業
・

郵
便
業
」
は
人
手
不
足
感
が

高
ま
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

人
手
不
足
感
が
顕
著
な
日

本
郵
便
の
職
場
で
は
、
時
間

外
労
働
や
休
日
出
勤
が
増
え

て
労
働
環
境
が
悪
化
し
て
い

ま
す
。
余
裕
の
な
さ
か
ら
職

場
の
雰
囲
気
も
悪
く
な
り
、

そ
の
結
果
さ
ら
に
多
く
の
人

が
離
職
し
て
い
く
と
い
う
負

の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
い

ま
す
。 

で
は
、
離
職
を
防
ぐ
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
？
社
員
が
「
こ
の
会
社

に
長
く
勤
め
た
い
」
と
思
う

よ
う
な
環
境
を
作
り
上
げ
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
の
為

に
は
労
働
の
対
価
と
し
て
受

け
取
る
賃
金
も
重
要
な
も
の

の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

郵
政
民
営
化
以
前
は
公
務

員
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
が
正
社
員
で
し
た
。

若
年
層
の
賃
金
は
低
か
っ
た

で
す
が
、
年
功
序
列
賃
金
と

い
う
安
心
感
が
あ
り
離
職
す

る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
郵
政
民
営
化
か
ら

１
６
年
が
経
過
し
、
現
在
の

郵
政
の
職
場
で
は
、
地
域
基

幹
職
、
一
般
職
、
月
給
制
契

約
社
員
、
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
社

員
、
期
間
雇
用
社
員
な
ど
の

社
員
に
区
分
さ
れ
、
正
規
と

非
正
規
社
員
の
間
だ
け
で
な

く
、
正
規
社
員
間
に
も
賃
金

に
は
格
差
が
あ
り
ま
す
。 

一
昔
前
ま
で
は
非
正
規
社

員
と
呼
ば
れ
る
ア
ル
バ
イ
ト

や
パ
ー
ト
は
、
正
社
員
の
補

助
的
な
仕
事
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
が
、
現
在
は
非
正
規
社

員
も
正
社
員
と
同
じ
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
同
じ
仕
事
を

し
な
が
ら
、
賃
金
に
差
が
あ

れ
ば
不
満
は
大
き
く
な
り
ま

す
。
そ
の
不
満
が
離
職
へ
と

繋
が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

の
ハ
ガ
キ
を
配
布
し
、
人
が

集
ま
っ
て
も
離
職
者
が
続
け

ば
同
じ
こ
と
で
す
。 

今
の
郵
政
の
職
場
で
は

「
早
く
こ
の
会
社
を
辞
め
た

い
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
多

数
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
求

職
者
が
就
職
先
と
し
て
魅
力

を
感
じ
る
よ
う
な
職
場
を
作

ら
な
け
れ
ば
人
手
不
足
は
一

生
解
消
し
ま
せ
ん
。 
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